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資料

資料－２



①人口減少・高齢化の急速な進行

 

②災害・環境問題等の安全に対するリスク・不安の増大
③産業技術の高度化･情報化の進展

 

④産業・雇用構造の変化と地域間競争の激化
⑤広域交流の拡大・グローバル化の進展

 

⑥価値観・ライフスタイルの多様化と心の豊かさの重視
⑦「新たな公」の役割の重視

社会の
潮流

①美しい自然風景、独自
の歴史・文化の存在

■美しい自然景観

だるま夕日
（高知県宿毛市）

■四国伝統の
遍路文化

美しい風景や訪れる人々を
暖かくもてなすお接待の心

⑥厳しい地勢・自然条件

⑨四国圏内外との連携・交流の
弱さ

⑦産業集積・企業集積の不十分さ

⑩人口減少による国土の荒廃・喪失

人口減少の急速な進行（全国より20年早い）、消滅のおそれがある集落が多数存在

⑧社会経済面・生活利便性面の
格差とインフラ整備の遅れ

高速道路網の整備の遅れにより、他圏域との格差
が発生

■高速道路網等の整備状況

②多様な地域の存在と相互の地理的
近接性を活かした交流の可能性

③確かな力ある産業の存在

④個性のある一次産業、
食等の存在

各県を代表し、全国的にも知られた食品・
食材が存在

■代表的な食品・食材

⑤人材育成活動の活発化

四国の特徴

圏域の旅客流動は、四国外との交流よりも県間流

 

動が少ない

①災害や環境に対する安全・安心の確保

 

②外部環境変化に対応した産業活性化の展開
③豊富な地域資源の活用と魅力の創出

 

④圏域内外における結びつきの強化
⑤中山間地域、半島及び島しょ部等の活性化と都市における活力の向上

四国の課題四国の課題

さぬきうどん（香川県）

ジャコ天（愛媛県） かつお（高知県）

阿波尾鶏（徳島県）

出典；旅客地域流動調査
(平成17年度)

四国圏の特徴と課題
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は20年早い

全国

四国

■人口減少の推移

■圏域内の
旅客流動

■四国内の
産業集積
状況

3,000億円 1,000億円 500億円 50億円 基礎素材 生活関連 加工組立3,000億円 1,000億円 500億円 50億円 基礎素材 生活関連 加工組立3,000億円 1,000億円 500億円 50億円 基礎素材 生活関連 加工組立

主に瀬戸内海側に産業が集積し、世界一・日本一のシェ
アを誇る企業も多数立地

青色LEDの発明
により、シェア
世界一 秘匿集落（農家数5戸未満）

消滅集落（農家数=0）

■消滅集落の状況

製造品出荷額

■県庁所在都市への所要時間

近接性を
活かした
圏域の機能
向上が可能

「多極分散型」の圏域構造で、
中山間地域の集落から
県庁所在都市まで
概ね90分で交
流可能（半島
部を除く）



②主体的取り組みに基づく、独自
性、個性を活かした地域づくり

③「担い手となる人材の育成」
「地域資源の活用」
「『新たな公』の構築」

①安全・安心と経済活力を支える
環境づくり

⑤全国、世界との
交流連携を深め
ることにより、
さらなる活力を
創出

人 材

地域資源 新たな公

２

④圏域内の適切な役割分担と戦略
的連携による新しい四国の価値
を創出

都市部

中山間地域

都市部

半島部地域

国内との
交流連携

国内との
交流連携

東アジアとの
交流連携

お遍路ネットワーク
（独自の魅力）

半島部地域

国内との
交流連携

地域の強みを活かし、圏域全体の連携によって自立的

 
に発展する

「癒やしと輝きのくに」

 
四国の創造

基本
方針

基本
方針

●心の豊かさを求める時代の要請に応
え、四国圏独自の「癒やし」の魅力
を伸張させ、四国の住みやすさを高
めつつ、訪れる人を増やし、地域力
を向上させる！

取り組みに向けた考え方

●特色ある企業や産業集積、全国的に
認知度の高い食品・食材など地域資
源を活かしつつ、絶え間ざるイノベ
ーションにより経済活力を高める！

■癒やしのくに ■輝きのくに

中山間地域

連携

連携

新しい四国を創出

都市部

四国圏の発展に向けた目標四国圏の発展に向けた目標

安全・安心を基盤に、快適な暮らしを実感できる

 
四国①①

地域に根ざした産業が集積し、競争力を発揮する

 
四国②②

歴史・文化、風土を活かした個性ある地域づくり

 
を進め、人をひきつける四国③③

東アジアをはじめ、広域的に交流を深める四国④④

中山間地域・半島部・島しょ部等や都市が補完し

 
あい活力あふれる四国⑤⑤

四国圏の将来像



○「強い四国」災害対策プロジェクト
○「緑の島四国」の環境を守る美しい森林づくりプロジェクト
○清流とうるおいの水資源プロジェクト
○「瀬戸内フィールドミュージアム」形成プロジェクト
○「循環・共生型四国圏」創生プロジェクト
○地域医療・子育て支援プロジェクト

＜安全・安心＞
○災害に強い地域をつくる

■安全・安心で快適な生活環境づくり
・高齢者に配慮した快適な住環境整備
・社会基盤の効率的・効果的な整備
・安全・安心な交通環境の形成
・犯罪のない地域づくりの推進
・医療・福祉等サービス体制の整備と
子育て等の支援の充実
・食の安全と消費者の信頼の確保に
関する対策の推進

■地域づくりの担い手の育成と多様な
主体が参加できる仕組みづくり
・地域に根ざした人材育成及び確保
・行政と民間主体の連携・協働等

＜自然保全・環境＞
○自然・地球環境との調和を高める

＜暮らし＞
○地域の暮らしの快適性を高める

～心穏やかに暮らせるやすらぎの実現～

３

安全・安心を基盤に、快適な暮らしを実感できる四国①①

発展に向けた目標発展に向けた目標

戦略的取組戦略的取組

広域プロジェクト（案）
１

暮らしの快適性

災害に強い地域

■東南海・南海地震等大規模災害発生時に
おける被害の抑制と迅速な復旧
・水害や土砂災害の頻発箇所における
対策の推進
・建築物や構造物の耐震性強化、密集
市街地の改善
・大規模災害発生時における迅速な復
旧と事業継続

■災害時の交通･情報通信ネットワーク
強化
・災害に備えたネットワークの強化
・災害情報の収集・共有体制の構築

■減災に向けた地域との相互連携と住民
一人一人の防災に対する意識の向上
・安否確認や助け合いなど自主防災活動の
促進
・避難路や避難場所の確保と防災意識の向上
・防災情報の共有

■広域的な応援体制の構築
・広域的な応援体制の強化

救護活動

津波防波堤

斜面崩壊

１

２

３

４

■失われつつある自然との共生
・自然の再生と保全
・豊かで美しい瀬戸内海
等の環境保全・再生
・交流活動や地域緑化
運動の拠点づくり

■人間活動と自然のプロセスが調和した
物質循環の構築
・循環型社会の形成
・地球温暖化防止の推進
・大気・土壌対策等の推進

■森林、農地、河川流域の適切な整備・
保全と水資源の確保
・森林や農地の適切な整
備と保全
・渇水に強い地域づくり
・流域圏での環境や資源
の保全・再生の推進

自然・地球環境との調和

早明浦ダム渇水状況

植樹活動

■自然と地球にやさしい環境保全活動・
環境教育の推進

１

２

３

４

台風常襲

広域連携

広域連携

広域連携

東南海・
南海地震

脆弱な地勢

美しい自然地理的近接性

地球
温暖化

２



戦略的取組戦略的取組

3,000億円 1,000億円 500億円 50億円 基礎素材 生活関連 加工組立

産

官
学

産・学・官の連携

■イノベーション活動を牽引するコア
企業の創出
・産業支援機能の充実と連携強化
・企業のイノベーション活動への支援

■圏域内外の連携による新たな事業
展開の推進
・既存の産業集積を越えた産業ネット
ワーク・クラスターの形成
・地域産業の課題への
対応、連携による
支援機能の強化

・圏域内外との企業間
連携の促進

■地域の協働による産業人材の確保・
育成
・柔軟な人材を育成する仕組みの形成
・産業界や地域の教育機関等と連携した
人材育成
・東アジア等との交流によるグローバル
な人材育成

■知的財産戦略の構築

世界に通用する産業
■異業種との連携等による新たな展開
・業種間交流と異業種への進出支援
・中小企業の生産性向上・潜在力の発揮
・コミュニティ・ビジネスの創出
・医療・福祉関連産業の創出

■農林水産業の競争力の強化
・一次産品を用いた四国ブランドの育成
・食の安全性を踏まえた付加価値化
・需要拡大による林業・木材産業の再生
・漁場環境を活かした水産業の活性化

■地域の特性・強みを活かした企業立地
環境の整備
・国際的な競争力・技術力を持った企業誘致
等の支援
・四国圏に立地するメリットの充実

多元的成長力を持つ産業集積

クラスター展開（四国内連携）のイメージ

次世代紙素材クラスター
四国外のクラスターとの連携

 

によるミニクラスターの成長

新たなミニクラス

 

ターの形成

四国内のミニクラスター間の連携

 

によるミニクラスターの成長

４

青色ＬＥＤ

学産連携人材育成

＜産業の活性化＞
○絶え間ないイノベーションにより世界に通用する産業を育てる

＜産業集積＞
○多元的成長力を持つ産業集積を高める

～グローバル化を生き抜く産業群の形成～地域に根ざした産業が集積し、競争力を発揮する四国②②

発展に向けた目標発展に向けた目標

○新たな事業展開を促進する産業ネットワーク形成・人材
育成プロジェクト

○「四国の食」を核とした農林水産業活性化プロジェクト

広域プロジェクト（案）

１

２

３

４

１

２

３

製造品出荷額



戦略的取組戦略的取組

５

美しい風土（地域の魅力）

田園

海

山

川

■美しい自然を舞台とした地域独自の風景づくり
・美しい森林や棚田等の良好な田園景観の保全
・自然の姿を残す河川や海岸線の保全

■美しい自然・景観の保全と次世代への継承
・地域を自然保全活動のフィールドとする人材育成及び
受入れ体制の整備
・自然保全に関する高齢者の知恵と経験を次世代へ伝える
仕組みづくり

砂浜再生

大窪寺

国分寺

国分寺

子規堂

足摺岬

宮窪瀬戸

薬王寺

坂の上の雲
ミュージアム

佐田岬

イサムノグチ
庭園美術館

大塚国際美術館

いの町
紙の博物館

歴史・文化的資源（地域の独自性）

■地域の歴史・文化の継承
・四国独自の文化を保全・継承するための人材育成
・遍路文化の伝承及び地域独自の伝統・文化を保全・継承
する仕組みづくり

■四国遍路をはじめ
歴史・文化を活か
した新たな魅力の
創造

・歴史文化を活かした
個性ある地域づくり
・芸術の宝庫としての
新たな価値の発見及
び観光資源の創出
・地域密着型プロスポ
ーツの振興

お遍路ネットワーク
文化・美術ネットワーク
みずべ八十八ヵ所ネットワーク
ネットワーク間の連携

＜地域の魅力創出＞
○美しい風土を形成し、地域の魅力を高める

＜個性ある地域づくり＞
○歴史・文化的資源を継承し地域の独自性を発揮する

～おもてなしの心あふれた癒やしの実現～
歴史・文化、風土を活かした個性ある地域づくりを進め、
人をひきつける四国③③

発展に向けた目標発展に向けた目標

○「瀬戸内フィールドミュージアム」形成プロジェクト
○「四国霊場八十八箇所と遍路文化」を核とした地域振興
プロジェクト

○「黒潮洗う四国・南海」輝きプロジェクト

広域プロジェクト（案）

室戸岬

霊山寺 日和佐海岸

明石寺

１

２

１

２



戦略的取組戦略的取組

高知港

三島川之江港

今治港

松山港

高松港

徳島小松島港

東アジア・世界との交流

■国際ゲートウェイ機能の強化
・東アジアや世界を結ぶ効率的な国際交通ネットワークの形成
・港湾・空港間連携の推進

■四国の外貿コンテナ取扱量（輸出入計）

出典；
港湾統計(平成18年)

■戦略的な情報発信・ＰＲの強化
・地域資源活用の支援体制の充実
・地域資源の戦略的な情報発信とＰＲ
・国際的なコミュニケーション能力を
備えた人材の確保・育成

環瀬戸内海や全国との交流

■各都市の魅力向上と相互連携
の強化
・産業・文化活動等における都市

間相互の結びつき強化
・既存高速交通ネットワーク等の
利用促進、整備

■都市と中山間地域等との
交流促進
・複数地域居住等を促す体制

づくり
・環境保全等のための川を介した
上下流域住民の交流促進

圏域内の交流

＜東アジア・世界との経済交流の状況＞

■交流を支える四国圏外とのネットワークの強化
・本四３架橋の有効利用等による圏外との交流・連携促進

・圏外との交流を支える港湾・空港機能の強化

中国

韓国

香港

台湾

欧米等

■四国圏の地域資源等の魅力の全国への発信
・交流を担う人材の育成、戦略的情報発信

・四国圏へのUJIターンや複数地域居住等の促進

６

四国８の字ネットワーク

＜広域的交流の促進＞

 

○東アジア・世界との交流を活性化する
○環瀬戸内海や全国との交流を活性化する

 

○圏域内の交流を活性化する

～進取の息吹きを与える交流の創出～東アジアをはじめ、広域的に交流を深める四国④④

発展に向けた目標発展に向けた目標

○東アジアへのゲートウェイ機
能の拡大・強化プロジェクト

○「四国はひとつ」圏域内外交
流・連携プロジェクト

広域プロジェクト（案）

１

２

１

２

２

１

四国の港湾
利用を増加

Ａ空港

Ｂ空港Ａ港湾

Ｂ港湾

相互利用により四国内
空港の利用者を増加

３４％

2003年

自圏域内
港湾利用
比率

他圏域港湾

 

利用比率６６％

将来のイメージ



戦略的取組戦略的取組

７

都市部

病院

半島部・島しょ部

中山間地域

ショッピングレジャー

商店

商店

■安心で暮らしやすい農山漁
村の形成（日常生活の利便
性向上）
・安全・安心できるサービス
機能や生活基盤の確保
・移動手段の確保、公共交通
サービスの維持
・高度情報通信基盤の整備推進

■地域の魅力向上と都市との
交流
・スローライフの促進
・創意工夫による住環境、
福祉、教育環境の整備
・美しい風景や自然環境保全の
仕組みづくり
・農林水産業とふれあう機会の
拡大

農山漁村の住民は、医

 
療や買い物、娯楽など

 
日常生活に必要なサー

 
ビスを求めて都市部へ

都市の住民は、精神のリフ

 

レッシュ、自然とのふれあ

 

いを求めて農山漁村へ

■集約型都市構造の実現
と都市機能の充実
・都市機能の集積を活か

 

した中心市街地の活性
化

・誰もが生活しやすい都
市空間の形成

■農林水産業の再生
・農林水産業の担い手育成
・地域資源を活かした関連
産業の育成
・鳥獣被害対策の実施

■多様な主体が参加
できる個性ある
まちづくり

農山漁村（中山間地域等）の暮らしと環境

都市の魅力・快適性

相互補完の関係

相互補完の関係

診療所

～農山漁村と都市の共生～⑤⑤

発展に向けた目標発展に向けた目標

中山間地域・半島部・島しょ部等や都市が補完しあい活力あふれる四国

＜相互補完の関係による共生＞
○農山漁村（中山間地域等）の暮らしと環境を支える

 

○都市の魅力・快適性を高める

○「黒潮洗う四国・南海」輝きプロジェクト
○中山間地域等活性化プロジェクト
○四国圏における都市機能の強化・集約化プロジェクト

広域プロジェクト（案）

１

３

２

１２



目 標 広域プロジェクト
No.1No.1 「強い四国」災害対策プロジェクト「強い四国」災害対策プロジェクト

No.2No.2 「緑の島四国」の環境を守る美しい森林づくりプロジェクト「緑の島四国」の環境を守る美しい森林づくりプロジェクト

No.3No.3 清流とうるおいの水資源プロジェクト清流とうるおいの水資源プロジェクト

No.No.44 「瀬戸内フィールドミュージアム」形成プロジェクト「瀬戸内フィールドミュージアム」形成プロジェクト

No.No.55 「循環・共生型四国圏」創生プロジェクト「循環・共生型四国圏」創生プロジェクト

No.No.66 地域医療・子育て支援プロジェクト地域医療・子育て支援プロジェクト

No.No.77 新たな事業展開を促進する産業ネットワーク形成・人材新たな事業展開を促進する産業ネットワーク形成・人材

育成プロジェクト育成プロジェクト

No.No.88 「四国の食」を核とした農林水産業活性化プロジェクト「四国の食」を核とした農林水産業活性化プロジェクト

No.No.99 「四国霊場八十八箇所と遍路文化」を核とした地域振興「四国霊場八十八箇所と遍路文化」を核とした地域振興

プロジェクトプロジェクト

No.10No.10 「黒潮洗う四国・南海」輝きプロジェクト「黒潮洗う四国・南海」輝きプロジェクト

No.1No.111 東アジアへのゲートウェイ機能の拡大・強化プロジェクト東アジアへのゲートウェイ機能の拡大・強化プロジェクト

No.1No.122 「四国はひとつ」圏域内外交流・連携プロジェクト「四国はひとつ」圏域内外交流・連携プロジェクト

No.1No.133 中山間地域等活性化プロジェクト中山間地域等活性化プロジェクト

No.1No.144 四国における都市機能の強化・集約化プロジェクト四国における都市機能の強化・集約化プロジェクト

安全・安心を基盤に、快適な暮らしを実感できる四国安全・安心を基盤に、快適な暮らしを実感できる四国
～心穏やかに暮らせるやすらぎの実現～～心穏やかに暮らせるやすらぎの実現～

地域に根ざした産業が集積し、競争力を発揮する四国地域に根ざした産業が集積し、競争力を発揮する四国
～グローバル化を生き抜く産業群の形成～～グローバル化を生き抜く産業群の形成～

歴史・文化、風土を活かした個性ある地域づくりを進め、歴史・文化、風土を活かした個性ある地域づくりを進め、

 
人をひきつける四国人をひきつける四国
～おもてなしの心あふれた～おもてなしの心あふれた癒やしの癒やしの実現～実現～

東アジアをはじめ、広域的に交流を深める四国東アジアをはじめ、広域的に交流を深める四国
～進取の息吹きを与える交流の創出～～進取の息吹きを与える交流の創出～

中山間地域・半島部・島中山間地域・半島部・島しょしょ部等や都市が補完しあい活部等や都市が補完しあい活

 
力あふれる四国力あふれる四国
～農山漁村と都市の共生～～農山漁村と都市の共生～

８

目標及び広域プロジェクト

 

一覧



■安全・安心に暮らせる災害に強い圏域の形成
近い将来予想される東南海・南海地震から住民の生命や財産を守るとともに、例年繰り
返される台風・豪雨による水害や土砂災害等の解消に努め、安全・安心に暮らせる災害
に強い圏域の形成を目指す。

■圏域全体の被害の極小化
震災時に救護・避難活動の途絶を生じさせないよう、陸上、海上輸送機能の強化等を図
るとともに、地震の発生時における一次災害の抑止、体制整備、広域的情報の共有及び
施策の連携・調整を行うことにより、圏域全体の被害の極小化を図る。

■災害に強い社会資本整備と減災に向けたソフト対策
急峻な地形条件と脆弱な地質構造に配慮し、災害に強い社会資本整備を推進するととも
に、減災に向けた自治体・地域等の相互連携による体制づくりなどのソフト対策を進め
る。

■安全・安心に暮らせる災害に強い圏域の形成
近い将来予想される東南海・南海地震から住民の生命や財産を守る住民の生命や財産を守るとともに、例年繰り
返される台風・豪雨による水害や土砂災害等の解消水害や土砂災害等の解消に努め、安全・安心に暮らせる災害安全・安心に暮らせる災害
に強い圏域の形成に強い圏域の形成を目指す。

■圏域全体の被害の極小化
震災時に救護・避難活動の途絶を生じさせない救護・避難活動の途絶を生じさせないよう、陸上、海上輸送機能の強化等を図
るとともに、地震の発生時における一次災害の抑止、体制整備、広域的情報の共有及び
施策の連携・調整を行うことにより、圏域全体の被害の極小化圏域全体の被害の極小化を図る。

■災害に強い社会資本整備と減災に向けたソフト対策
急峻な地形条件と脆弱な地質構造に配慮し、災害に強い社会資本整備災害に強い社会資本整備を推進するととも
に、減災に向けた減災に向けた自治体・地域等の相互連携による体制づくりなどのソフト対策ソフト対策を進め
る。
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H16.10台風23号
の浸水状況
（徳島県美馬市）

H17.9台風14号による
がけ崩れの状況
（高知県大豊町）

【１人当たり自然災害被害額】
（平成8年から17年の平均）

資料：消防白書・国勢調査

【傾斜度別分布図】（中四国拡大）

資料：国土数値情報(昭和56年)標高・傾斜度メッシュデータ
平成17年国勢調査３次メッシュ人口を基に作成

四国８の字ネットワーク（整備）
四国８の字ネットワーク（未整備）

全国平均
の約7.2倍

自然災害の多発自然災害の多発
により被害額はにより被害額は

全国でも高レベル全国でも高レベル

中国・四国地方の災害時
相互応援に関する協定

危機事象発生時における
鳥取県・徳島県相互応援協定 近畿２府７県

震災時等の
相互応援に
関する協定

危機事象発生時の四国４県
広域応援に関する基本協定

■地震災害や台風・豪雨災害等
による被害の軽減に向けたイ
ンフラ整備と防災施設整備

●災害発生時の円滑な活動に備えた

 

緊急輸送機能の確保

●津波や高潮の
被害想定箇所
における海岸
堤防対策の実
施

津波防波堤（須崎港）

四国横断自動車道
（事業推進）

■広域的な相互救援活動を円滑にする
連携体制の整備

●大規模災害時の広域防災体制として、四国圏

 

と他圏域との協定や、連携による広域防災情

 

報システムを構築 ●被害想定箇

 

所におけるハ

 

ザードマップ

 

の整備・普及

■自主的な防災組織の確立に向
けた住民の防災意識の向上

●大規模災害時の応援体制として、県、

 

自治体とコンビニなどの民間事業者等

 

による帰宅困難者支援協定を締結

津波ハザードマップ
（高知県須崎市）

・情報の共有
・物資や資機材の提供
・施設、設備、機器の使用
又は貸与
・職員の派遣
・試験検査等の実施

 

他

「強い四国」災害対策プロジェクト

目標；安全・安心を基盤に快適な暮らしを実感できる四国／災害に強い地域をつくる目標；安全・安心を基盤に快適な暮らしを実感できる四国／災害に強い地域をつくる

No.

 

1

プロジェクトの目的・コンセプト

目的を達成するための取組(検討中)

９

●「四国東南海・南海地震対策連絡調整会議」

 

を設置し、広域的な支援、地震・津波対策を

 

より計画的かつ効果的に推進

●大規模災害発生時の広域応援として、４県の

 

連携による防災用資機材の共同整備

「四国東南海・南海地震対策連絡調整会議」の
開催状況



■森林資源を活用した圏域の活性化
国土の保全や地球温暖化の防止、水源のかん養など、森林が有する多面的機能を活用して圏域の
活性化を図るとともに、次世代への継承を図る。

■CO2吸収源の形成
我が国屈指のCO2吸収源を目指した人工林の整備のほか、適切な森林の整備・保全、鳥獣対策を

■林業と木材産業の一体的な再生
森林管理のサイクルが機能するよう、森林機能を支える担い手の確保を図るとともに、木材の大
量で低コストな供給を通じて、林業と木材産業の一体的な再生を図る。
■協働による美しい森林づくり
国及び四国圏４県の連携に加え、住民、NPO、企業等の協働により、美しい森林づくりを進める。

■森林資源を活用した圏域の活性化
国土の保全や地球温暖化の防止、水源のかん養など、森林が有する多面的機能を活用して圏域の圏域の
活性化活性化を図るとともに、次世代への継承次世代への継承を図る。

■CO2吸収源の形成
我が国屈指の我が国屈指のCO2CO2吸収源吸収源を目指した人工林の整備のほか、適切な森林の整備・保全、鳥獣対策を

■林業と木材産業の一体的な再生
森林管理のサイクル森林管理のサイクルがが機能機能するようするよう、森林機能を支える担い手の確保を図るとともに、木材の大
量で低コストな供給を通じて、林業と木材産業の一体的な再生林業と木材産業の一体的な再生を図る。
■協働による美しい森林づくり
国及び四国圏４県の連携に加え、住民、NPO、企業等の協働により、美しい森林づくり美しい森林づくりを進める。

目的を達成するための取組(検討中)

■林業と木材産業の再生に向けた基盤強化

「緑の島四国」の環境を守る美しい森林づくりプロジェクト

目標；安全・安心を基盤に快適な暮らしを実感できる四国／自然・地球環境との調和を高める目標；安全・安心を基盤に快適な暮らしを実感できる四国／自然・地球環境との調和を高める

No.

 

2

プロジェクトの目的・コンセプト

▼森林保全活動の
事例(愛媛県)

▼バイオマスエネルギーの利用事例（徳島県上勝町）

●間伐材や地場産木材の利活用、木質バイオマスエ
ネルギーとしての活用など、積極的な木材利用に
取り組む

【木材(用材)需要の推移】【林業従業者数の推移】

■CO2吸収源としての活用

●企業等の森林保全活動に

 

対して、Co2吸収量を認証

 

するCo2吸収認証制度等の

 

普及・促進を図る
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資料：H17国勢調査
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資料：木材需給表

国産材需要は国産材需要は
増加傾向増加傾向

【JR高知駅:大屋根】
【間伐材のおさら・うちわ】

(高知県馬路村)

凡例

(間伐)

(原料製造)
【高丸山・千年の森】

【チップボイラー】

(植樹)

(森林体験)

▼協働の森づくりの
事例(高知県)

▼地場産木材・間伐材の活用事例

【コープ自然派の森】

【やなせ水源の森】

▼美しい森林づくりの
モデル的な取組事例
【ヒノキ人工林展示林】

●国産材の積極的な利用など木づかい運動を進め、日
本有数のCO2吸収源を目指した人工林を整備

■適切な森林の整備・保全

●災害を防ぎ、森林が有する多面的機能を維持するた
め治山・治水対策を進める

●４県連携により、森林環境税等（高知県発）を活用

 

した森林保全活動に取り組む

■協働による美しい森林づくり

●住民・ＮＰＯ・企業等の協働
により「四国山の日」の取り
組みを進める

(11月11日)

協働の森CO2吸収
認証証書(高知県)

▼

【森林の保全と活用の各地の取組状況】

【土佐市波介小学校】 【JR大杉駅舎】

▼地場産木材の活用

10

推進する。

【香川県産間伐材を利用
したプランター】



■清流の継承による魅力ある四国圏の形成
吉野川や四万十川等をはじめとする、全国に誇る自然環境や景観を有する河川に対する
水質、生物、風景などの自然環境の保全と、失われつつある自然環境の再生への取り組み
により、清流を次世代に継承するとともに、魅力ある四国圏を形成する。

■安全安心な水利用社会の実現
慢性的に発生する水不足に対し、安定した水資源の確保
及び節水や水循環の促進を図ることにより、水資源が
安定供給される安全安心な水利用社会を目指す。

■清流の継承による魅力ある四国圏の形成
吉野川や四万十川等をはじめとする、全国に誇る自然環境や景観を有する河川に対する
水質、生物、風景などの自然環境の保全と、失われつつある自然環境の再生への取り組み
により、清流を次世代に継承清流を次世代に継承するとともに、魅力ある四国圏を形成魅力ある四国圏を形成する。

■安全安心な水利用社会の実現
慢性的に発生する水不足に対し、安定した水資源の確保
及び節水や水循環の促進を図ることにより、水資源が水資源が
安定供給される安全安心な水利用社会安定供給される安全安心な水利用社会を目指す。

目的を達成するための取組(検討中)

清流とうるおいの水資源プロジェクト

目標；安全・安心を基盤に快適な暮らしを実感できる四国／自然・地球環境との調和を高める目標；安全・安心を基盤に快適な暮らしを実感できる四国／自然・地球環境との調和を高める

No.

 

3

プロジェクトの目的・コンセプト
【1987～2006年(20年間)において渇水被害が発生した年数】

■河川等の良好な水質の保全

資料：日本の水資源

■河川等の自然環境の保全

●河川等の豊かな自然環境の保全のため、国、自治体、

 

NPO等の連携による水辺環境の美化や魅力ある水辺空

 

間の保全・活性化

※渇水被害の発生年数は、
上水道において減断水
のあった年数を表す

四国地方は四国地方は
渇水被害が頻発渇水被害が頻発

完成ダム

建設中ダム

※直轄・機構ダムを対象

【下水処理再生水の利用】

１６団体

１団体

１団体

１団体

３団体

●流域全体の水質改善のため、水質浄化対策を連携し

 

て実施

【下水道の整備】
（徳島県徳島市／

中央浄化センター）

上下流交流会
の団体分布状況

【河川の上下流交流会】
（NPO法人新町川を

守る会の例）

吉野川

四万十川

四国の観光地で四国の観光地で

３位の認知度を誇る３位の認知度を誇る
四万十川四万十川

全国に誇る全国に誇る
四国の河川四国の河川

【自然再生事業】
（四万十川の例）

■新たな水資源の確保と水資源の有効利用

●吉野川水系水利用連絡協議会による取水制限等の

 

調整や、四国水問題研究会による水資源の有効利

 

用と治水・利水・環境の合理的な恒久的対策及び

 

実施方策の検討

【渇水への対応を協議する
吉野川水系水利用

連絡協議会】
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●渇水問題の解消のため、事業所や各家庭における

 

節水対策や下水再生水、雨水等の活用・再利用を

 

進める

【節水キャンペーンの様子】
(香川県)

【緊急放流に関する記者発表】
（四国地方整備局） 【貯水率0%の早明浦ダム】

貯水率100%

四県連携して、四国の水問題を解決

１団体



「瀬戸内フィールドミュージアム」形成プロジェクト

香川県立ミュージアム高松市美術館

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館道の駅・多々羅しまなみ公園

村上水軍博物館

平山郁夫美術館

耕三寺

目標；①安全・安心を基盤に快適な暮らしを実感できる四国／自然・地球環境との調和を高める
②歴史・文化、風土を活かした個性ある地域づくりを進め、人をひきつける四国／歴史・文化的資源を継承し地域の独自性を発揮する

目標；①安全・安心を基盤に快適な暮らしを実感できる四国／自然・地球環境との調和を高める
②歴史・文化、風土を活かした個性ある地域づくりを進め、人をひきつける四国／歴史・文化的資源を継承し地域の独自性を発揮する

No.

 

4

■瀬戸内フィールドミュージアムの形成・情報発信
瀬戸内海を人々が訪れたい魅力ある地域とするため、環境の保全、美しい島々の景観の
保全を行うとともに、瀬戸内の島々に点在する多様な歴史・文化遺産、美術館・博物館
等の魅力をさらに高め、瀬戸内海及びその周辺を「瀬戸内フィールドミュージアム」と
して形成、情報を発信していく。

■瀬戸内海の環境保全
地域住民、NPO、行政、企業等各主体協働（新たな公）の圏域を越えた連携により瀬戸
内海の環境保全等に努めるとともに、海洋への廃棄物不法投棄防止等の海ごみ対策の強
化等を進める。

■瀬戸内海一帯の活性化
瀬戸内の島々や周辺地域の歴史・文化に触れ親しむ歴史文化道のルートの整備や海洋レ
ジャーなどの施設整備等により、体験型観光の資源を活用した広域観光の連携に向けた
取り組みを進め、瀬戸内海一帯の活性化を目指す。

■瀬戸内フィールドミュージアムの形成・情報発信
瀬戸内海を人々が訪れたい魅力ある地域とするため、環境の保全、美しい島々の景観の環境の保全、美しい島々の景観の
保全保全を行うとともに、瀬戸内の島々に点在する多様な歴史・文化遺産、美術館・博物館
等の魅力をさらに高め、瀬戸内海及びその周辺を「瀬戸内フィールドミュージアム」と「瀬戸内フィールドミュージアム」と
して形成、情報を発信して形成、情報を発信していく。

■瀬戸内海の環境保全
地域住民、NPO、行政、企業等各主体協働（新たな公）の圏域を越えた連携により瀬戸瀬戸
内海の環境保全内海の環境保全等に努めるとともに、海洋への廃棄物不法投棄防止等の海ごみ対策の強海ごみ対策の強
化化等を進める。

■瀬戸内海一帯の活性化
瀬戸内の島々や周辺地域の歴史・文化に触れ親しむ歴史文化道のルートの整備や海洋レ
ジャーなどの施設整備等により、体験型観光の資源を活用した広域観光の連携に向けた
取り組みを進め、瀬戸内海一帯の活性化瀬戸内海一帯の活性化を目指す。

目的を達成するための取組(検討中)

プロジェクトの目的・コンセプト
瀬戸内海の島々

■多様な主体の連携による瀬戸
内海の環境保全・活用・回復

●瀬戸内海を取り巻く圏域を越えた連

 

携を促進するために、住民、NPO、
行政、企業等の情報発信を通じた

 

ネットワーク化を進める

瀬戸内海沿岸地域の自治体等で構

 

成される「瀬戸内・海の路ネット

 

ワーク推進協議会」のＨＰ

●多様な主体による陸地や海面でのご

 

みの回収・処理を実施

海面のごみ回収リフレッシュ瀬戸内
によるごみ回収活動

■瀬戸内広域観光の形成と世界

 
に向けた情報発信

●「瀬戸内しまなみ海道振興協議会」な

 

どにより観光情報等を発信

●「瀬戸内アートネット

 

ワーク推進協議会」に

 

よりスタンプラリーや

 

入館料割引等によって

 

美術館の連携を進める

■クルーズ観光、広域観光の
振興・国際観光の推進

クルーズのイメージ

●美しい白砂青松を守り、回復のために

 

養浜等の取り組みを実施

津田の松原
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広域観光モデルコース

資料：日本観光協会
（全国旅そうだん）

１日目
２日目
３日目

ベネッセアート
サイト直島
（地中美術館等）

津田の松原

金刀比羅宮

瀬戸内海沿岸の主要観光地入込状況

※「平成19年度四国の主要観光地入込状況について」（H20.7.16 四国運輸局）
を基に加工

施設名 単位 18年度 19年度
香川県 玉藻公園 人 132,699 130,901
香川県 香川県立ミュージアム 人 100,075 72,481
香川県 瀬戸内海歴史民俗資料館 人 11,452 9,667
香川県 四国民家博物館 人 48,139 49,669
香川県 二十四の瞳映画村 人 216,094 217,915
香川県 寒霞渓ロープウェイ 人 256,000 273,000
香川県 瀬戸大橋記念館 人 75,468 82,760
香川県 琴平の入込客数 人 2,975,000 3,202,000
香川県 中津万象園（有料入園者のみ） 人 42,438 36,116
愛媛県 しまなみ海道レンタサイクル 人 21,875 23,628
愛媛県 村上三島記念館 人 4,085 4,297
愛媛県 大三島美術館 人 8,538 8,710
愛媛県 村上水軍博物館 人 45,948 48,492

参考）　香川県 地中美術館（直島） 人 92,113 120,815

http://www.go-shimanami.jp/qa/qa02.html
http://www.go-shimanami.jp/shisetsu/miyakubo/photo/012a.jpg


「循環・共生型四国圏」創生プロジェクト

目標；安全・安心を基盤に快適な暮らしを実感できる四国／自然・地球環境との調和を高める目標；安全・安心を基盤に快適な暮らしを実感できる四国／自然・地球環境との調和を高める

No.

 

5

■循環・共生型の圏域づくり
我が国が低炭素型、循環型社会の形成を目指す中、四国圏の変化に富む豊かな
自然環境を守りつつ、環境への負荷の少ない人間活動と自然のプロセスとが
調和した循環・共生型の圏域づくりを積極的に推進する。

■３Ｒや地球温暖化防止に資する取組の推進および環境関連産業の育成
圏域内の連携により３Ｒ（リデュース（発生抑制）、リユース（再利用）、
リサイクル（再生利用））や地球温暖化防止に資する取組の推進、環境関連
産業の育成を図る。

■四国圏の生態系の保全
自然や地球環境との調和を高めていくため、四国圏の生態系保全・再生の
ためのエコロジカル・ネットワークの形成に向け重点的に取り組む。

■循環・共生型の圏域づくり
我が国が低炭素型、循環型社会の形成を目指す中、四国圏の変化に富む豊かな
自然環境を守りつつ、環境への負荷の少ない人間活動と自然のプロセスとが
調和した循環・共生型の圏域づくり循環・共生型の圏域づくりを積極的に推進する。

■３Ｒや地球温暖化防止に資する取組の推進および環境関連産業の育成
圏域内の連携により３Ｒ（リデュース（発生抑制）、リユース（再利用）、３Ｒ（リデュース（発生抑制）、リユース（再利用）、
リサイクル（再生利用））や地球温暖化防止に資する取組の推進、環境関連リサイクル（再生利用））や地球温暖化防止に資する取組の推進、環境関連
産業の育成産業の育成を図る。

■四国圏の生態系の保全
自然や地球環境との調和を高めていくため、四国圏の生態系保全・再生の
ためのエコロジカル・ネットワークの形成に向け重点的に取り組む。

プロジェクトの目的・コンセプト

資料：平成20年度版「新エネアイランド四国」

【世界の年平均地上気温の平年差（1880年～2007年）】 【Ｇ８環境大臣会合２００８

 

神戸３Ｒ行動計画】

世界的に深刻な世界的に深刻な
環境問題環境問題
「地球温暖化」「地球温暖化」

首脳宣言において首脳宣言において
「神戸３Ｒ行動計画」の「神戸３Ｒ行動計画」の

支持を表明支持を表明

３Ｒ関連施策の優先的実行および
資源生産性の向上

目
標
１

国際的な循環型社会の構築
目
標
２

開発途上国の能力開発に向けた
３Ｒに関する連携

目
標
３

緑の回廊
（石鎚山地区）

緑の回廊
（剣山地区）

鳥獣保護区
（西南）

鳥獣保護区
（石鎚山系）

鳥獣保護区
（剣山系）

【四国における新エネルギー施設】

【四国における緑の回廊及び鳥獣保護区】

目的を達成するための取組(検討中)

■地域をあげての３Ｒ・地球温暖化対策の
一層の推進

循環型社会の

 

実現に向けて

 

静脈物流拠点の

 

整備等により、

 

リサイクル事業

 

を展開

施設整備後

▲循環資源取扱支援施設
（リサイクルポート）のイメージ

世界的・全国的な課題
・循環型社会(3R)の形成
・地球温暖化防止の推進

自然・地球環境との調和

資料：資源エネルギー庁、四国経済産業局「新エネニッポン四国エリア編」（Ｈ19）

他圏域と連携しながら、四国各地でバイオマス

 

エネルギー等、ローカルエネルギーを活用した地

 

域づくりに取り組む

▲中国四国バイオマス
発見活用協議会

▲

▲エコハット・エコマント事業
（徳島県

 

フレアとくしま）

▲三島川之江港リサイクルポート

▲大月ウィンドファーム

▲飼料用竹ペレットを家畜飼料
として実用化（愛媛県竹資源
循環利用促進プログラム）

■環境関連産業の育成

四国４県で、環境優良事業

 

所認定制度やエコショッ

 

プ・リサイクル製品認定制

 

度を確立させ、４県連携の

 

もと、リサイクル認定製品

 

の普及や開発の支援、取組

 

の拡大を進める

四国４県が認定した製品を
紹介する四国発の「地球に
優しい製品」パンフレット

▲

四国地域環境関連産業推進

 

懇話会による環境関連産業の

 

育成・振興を目的とした各種

 

セミナーの開催

▲

■生態系の適正な保全

希少種等の適正な保全

 

や、生態系影響の軽減

 

のため、国、県、民間

 

団体等が協働し、人と

 

自然が共存するエコロ

 

ジカル・ネットワーク

 

の形成に向けて調査を

 

進める ▲剣山系に生息する
希少種（ツキノワグマ）

▲鳥獣対策（宇和島市）
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目的を達成するための取組(検討中)

■交通条件や地理的条件等に恵まれない地域への医療支援
交通条件や地理的条件等に恵まれない地域において、地域医療を支えるために医療従事者の確保
に努めるとともに、遠隔医療のための情報通信技術環境の整備を推進する。

■福祉サービス享受のための交通利便性の確保
救急搬送体制や通院、デイサービスなどの福祉サービスが享受できるよう交通利便性の確保に努
めるとともに、都市とこのような地域を結ぶ交通ネットワークの整備を図る。

■子育てを支援する各種施策の実施
地域子育て支援センターの取組をはじめ子育てを支援するための各種支援施策を実施する。

■交通条件や地理的条件等に恵まれない地域への医療支援
交通条件や地理的条件等に恵まれない地域において、地域医療を支える交通条件や地理的条件等に恵まれない地域において、地域医療を支えるために医療従事者の確保
に努めるとともに、遠隔医療のための情報通信技術環境の整備を推進する。

■福祉サービス享受のための交通利便性の確保
救急搬送体制や通院、デイサービスなどの福祉サービスが享受できる福祉サービスが享受できるよう交通利便性の確保交通利便性の確保に努
めるとともに、都市とこのような地域を結ぶ交通ネットワークの整備を図る。

■子育てを支援する各種施策の実施
地域子育て支援センターの取組をはじめ子育てを支援するための各種支援施策を実施子育てを支援するための各種支援施策を実施する。

中山間地域

半島部地域

半島部地域

【四国の三次医療施設の分布と各施設からの所要時間圏域】

■緊急時の医療体制の確保

●緊急時の搬送圏域の拡大を図るため、中山間

 

地域から三次医療施設へのアクセスを強化

資料：平成18年医師・歯科
医師・薬剤師調査

（凡例）
180未満
180以上

 

200未満
200以上

 

220未満
220以上

 

240未満
240以上

【人口10万人当たり医師数
の分布（2006年）】

資料：平成19年版厚生労働白書

301.8

140.3

293.8

179.2
151.4

267.9

165.8

302.0

0

50

100

150

200

250

300

350

東

部
Ⅰ

西

部
Ⅱ

高

松

小
豆

松

山
今
治

中

央

高

幡

（人）

徳島

1.7倍
2.2倍 1.6倍

1.9倍

香川 愛媛 高知

【二次医療圏別人口10万人当たり
医師数(2004年)】

都市部に偏在都市部に偏在

●緊急時の搬送体制を確保するため、４県の連

 

携による消防・防災ヘリを活用した広域救急

 

医療体制を整備

交通ネットワークの強化に

 

よる時間的制約の克服

島しょ部地域

巡回診療船

巡回運行

巡回運行

巡回運行

■身近な地域での医療体制の確保

●地域医療を支える医療従事者を確
保するため、４県連携でドクター
プール制度や医師の派遣制度等を
検討

●地域医療を補うための

 

対応として、情報通信技

 

術を活用した遠隔医療体

 

制の構築
遠隔医療ネットワーク

●高齢化の進行に配慮し、通院手段
としての地域バス路線の維持、福
祉タクシーの導入・活用

●島しょ部の医療サービスを確保するため、

 

海上運航による巡回医療体制の強化

■次世代を担う子育て支援

●圏域全域で、子育

 

て支援人材として、

 

高齢者や子育て経験

 

者等の参画、子育て

 

ボランティアの養成

 

に取り組む

●子育て家庭応援策として、４県の連携に

 

よる割引特典の相互提供等の取り組みを

 

実施

子育て家庭にやさしい四国

資料：各県保険福祉関連部局
（子育て家庭応援事業四国協議会）

子育てタクシー（全国
子育てタクシー協会）

地域医療・子育て支援プロジェクト

目標；安全・安心を基盤に快適な暮らしを実感できる四国／地域の暮らしの快適性を高める目標；安全・安心を基盤に快適な暮らしを実感できる四国／地域の暮らしの快適性を高める

No.

 

6

プロジェクトの目的・コンセプト

14

夏期地域医療研修
（徳島県）



★

★

★

★

●

★

【四国内の産業集積状況と今後の展開】

〈凡

 

例〉

：ものづくりミニクラスターの進展が期待

：健康・バイオミニクラスターの進展が期待

：多目的国際ターミナルの整備

：四国８の字ネットワークの整備
★

造船における圏域内、他

 

圏域との連携に期待！

ディーゼルエンジン

 

のトップシェア企業

配電盤の製造技

 

術の高い企業

3,000億円 1,000億円 500億円 50億円 基礎素材 生活関連 加工組立

■産業ネットワーク・クラスターの形成
四国圏には、世界的シェアを有する先端素材産業や地域ごとに特徴を有する多様な産業
集積があり、産業連携の面的な広がりを目指して、産学官連携の推進や、産業支援機関
の連携、圏域外の機関との連携により、産業集積・技術シーズを活かした産業ネットワ
ーク・クラスターを形成する。

■産業を支える人材の確保・育成
圏域内の市場の小ささ、コーディネータ等の専門人材不足、新たな発想やウォンツとい
った時代を先取りする情報に触れる機会の少なさ等に対応するため、教育機関、産業界、
産業支援機関、NPO等、地域の協働により産業を支える人材を確保・育成する。

■魅力的な企業立地環境の実現
道路、港湾、空港等の基盤整備を有機的に結びつけ、臨海部産業エリアを形成するなど、
広域的な人的交流を進め、魅力的な企業立地環境を実現する。

■産業ネットワーク・クラスターの形成
四国圏には、世界的シェアを有する先端素材産業や地域ごとに特徴を有する多様な産業
集積があり、産業連携の面的な広がりを目指して、産学官連携の推進や、産業支援機関
の連携、圏域外の機関との連携により、産業集積・技術シーズを活かした産業ネットワ産業ネットワ
ーーク・クラスターを形成ク・クラスターを形成する。

■産業を支える人材の確保・育成
圏域内の市場の小ささ、コーディネータ等の専門人材不足、新たな発想やウォンツとい
った時代を先取りする情報に触れる機会の少なさ等に対応するため、教育機関、産業界、
産業支援機関、NPO等、地域の協働により産業を支える人材を確保・育成産業を支える人材を確保・育成する。

■魅力的な企業立地環境の実現
道路、港湾、空港等の基盤整備を有機的に結びつけ、臨海部産業エリアを形成するなど、
広域的な人的交流を進め、魅力的な企業立地環境を実現魅力的な企業立地環境を実現する。

目的を達成するための取組(検討中)

■世界市場等への事業展開に向けた広域的連携
の推進

新たな事業展開を促進する産業ネットワーク形成・人材育成プロジェクト

目標；地域に根ざした産業が集積し、競争力を発揮する四国／絶え間ないイノベーションにより世界に通用する産業を育てる目標；地域に根ざした産業が集積し、競争力を発揮する四国／絶え間ないイノベーションにより世界に通用する産業を育てる

No.

 

7

プロジェクトの目的・コンセプト

世界一・日本一

徳島県 １５（２）

香川県 ２９（３）

愛媛県 ３７（５）

高知県 １８（２）

▼県内の産業連携によって生まれた技術（愛媛県の事例）

愛媛県・高知県の紙産業技術センターの集積によって、製紙

 

技術、紙加工技術、不織布製造技術などは全国でもトップレ

 

ベルの技術

▼県境を越えた産業集積から生まれた技術（愛媛・高知の事例）

●高い技術の連携による事業展開を図るため、ビジネス

 

マッチング交流会等によって他圏域の産業ネットワー

 

ク・クラスターとの連携を促進

抗菌・防臭の布団・タオル

異臭を吸着する前の糸の色 異臭を吸着した後の糸の色

異臭の吸着で
色が変わる

全国全国3030位以内に位以内に
入るのは入るのは

徳島大学のみ徳島大学のみ

【共同研究・受託研究合計実績】【四国内のトップシェア企業】

●研究会や交流会等のアライアンス機能を強化し、製品・

 

技術等の交流を促進

①機械金属関連産業
②木材・木工関連産業
③食品関連産業
④ＬＥＤ関連産業
⑤健康・医療関連産業

▼県内連携促進が期
待（徳島県の例）

■交流・連携を支える産業基盤整備

●産業ネットワークを促進するため

 

に８の字ネットワーク等の産業基

 

盤を整備

多目的国際ターミナルの整備
（愛媛県三島川之江港完成予想図）

制御システム エンジン

＋ ＋

■イノベーションを支える産業人材の確保・育成

●若者と企業のマッチングのためにジョブカフェ

 

等の再就職支援を四国全体で進める

高専卒業生の
再就職希望

希望しな
い, 31.0%

希望する,
50.2%

どちらとも
言えない,
14.8%

再就職と中途採用のマッチングのニーズは高い
▼各県でも実施
のジョブカフェ

N=268社

どちらとも
言えない,
27.2%

希望する,
49.6%

希望しな
い, 22.8%

N=661人
地元企業の
中途採用希望

15

★

製造品出荷額

出典：平成18年度地域産業活性化人材育成事業
「地域若者支援調査」（四国生産性本部）

LEDﾊﾞﾚｲ構想

世界に誇れる世界に誇れる1212品種品種
その他、多数存在その他、多数存在

世界で活用される
四国内企業の製品

資料）POINTCHECK四国経済
（H20版

 

四国経済産業局）

※括弧書きは
世界一の
企業数



「四国の食」を核とした農林水産業活性化プロジェクト

目標；地域に根ざした産業が集積し、競争力を発揮する四国／多元的成長力を持つ産業集積を高める目標；地域に根ざした産業が集積し、競争力を発揮する四国／多元的成長力を持つ産業集積を高める

No.

 

8

■地域の活性化及び安定的な食料生産
全国的にも有名な地域資源を活用しつつ、圏域を支える産業の一つである農林水産業
の競争力の強化を図り、地域の活性化と圏域内における安定的な食料生産につなげて
いく。

■国内外の市場における競争力強化
「四国の食」ブランドを確立し、国内市場における競争力の確保、「地産地消」の
取組の積極的な推進、東アジアを中心とした国外市場への輸出強化を目指す。

■食料関連産業拠点の育成・創出、生産・流通基盤の整備・保全、生産者支援
食料関連産業の拠点の育成・創出、農林水産業の生産・流通基盤の整備・保全と生産
者等への支援を進める。

■地域の活性化及び安定的な食料生産
全国的にも有名な地域資源を活用しつつ、圏域を支える産業の一つである農林水産業
の競争力の強化を図り、地域の活性化地域の活性化と圏域内における安定的な圏域内における安定的な食料生産食料生産につなげて
いく。

■国内外の市場における競争力強化
「四国の食」ブランドを確立し、国内市場における競争力の確保、「地産地国内市場における競争力の確保、「地産地消」の消」の
取組の積極的な推進、東アジアを中心とした国外市場への輸出強化取組の積極的な推進、東アジアを中心とした国外市場への輸出強化を目指す。

■食料関連産業拠点の育成・創出、生産・流通基盤の整備・保全、生産者支援
食料食料関連産業の拠点の育成・創出、農林水産業の生産・流通基盤の整備・保全と関連産業の拠点の育成・創出、農林水産業の生産・流通基盤の整備・保全と生産生産
者等への支援者等への支援を進める。

プロジェクトの目的・コンセプト

■東アジアをはじめとする国内外の
市場における競争力強化

【認知度の高い四国の一次産品】 【地域団体商標登録査定件数(農水産一次産品に関する件数)】

高知産のかつお

資料：四国経済連合会「四国外住民の認知度」
（四国の一次産品に関するアンケート）

小豆島のオリーブ

認知度認知度

 
70.2%70.2%

認知度認知度

 
80.6%80.6%

4
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畿

中
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九
州

沖
縄

（件） 少ない登録数
少ない登録数

参考：徳島県(3件)、香川県(0件)※１、愛媛県(3件)、高知県(3件)
資料：経済産業省

 

特許庁

 

地域団体商標2008（H20.6.1)

四国４県で、地域団体商標登録の推進な

 

どにより、四国ブランド商品の確立及び

 

品質管理の強化に取り組む

農・商・工連携による新たな取組を推進

 

し、市場における競争力のある商品の

 

供給につなげる

四国４県の連携のもと、四国ブランド

 

商品の競争力強化に向け、東アジア及び

 

大都市圏での販路拡大のため、プロモー

 

ション活動を積極的に仕掛ける

▲四国ＭＯＴ
プロジェクト

＜東南アジア＞安全な四国ブランドをPR！

西条市四国食品フェア
（グルメシコク市・タイ）

香川県産品フェア
（マレーシア、シンガポール）

ＩＴ化した
直売所を核
とした地産
地消の取組

阿波野菜を活用
したお菓子の
全国販売「蓮根の
ムース」

生産日本一の地鶏
「阿波尾鶏」

県独自開発の
麺用小麦製品
の普及・定着

地域団体商標に認定された
「ひけた鰤」

愛媛みかん
トップブラ
ンド「真穴、
日の丸みかん」

【農商工連携による事業活動促進（事例）】
資料：経済産業省・農林水産省「農商工連携88選(H20)」

【四国の食のブランド（事例）】
資料：四国経済連合会「ウェルカム四国」HP等

香川県

徳島県
高知県

愛媛県

目的を達成するための取組(検討中)

台湾で販売される徳島県「なると金時」▼

「MadeIn土佐」の

 

商品づくり「ｱｲ

 

ｽ・ｼｬｰﾍﾞｯﾄ」

四国４県で、学校

 

給食や農産物直売

 

所（ふるさと市）

 

に

 

おける地産地

 

消運動を展開

日本で最も高価な
トマト「徳谷トマト」

■供給拡大に向けた物流機能の強化と利便性の向上

高速道路の整備や複合一貫輸送ターミナルといった物流

 

基盤整備を推進し、四国ブランド商品の流通を支える

複合一貫ターミナル（高知港三里地区）

■環境保全と食文化の創出、安全
な食の品質向上

地域の方々とバイキング給食▲
▲

■生産者への支援

四国４県連携のもと、グリー

 

ンツーリズム推進により、

 

都市と農村の交流を促進

他圏域とも連携し、栽培技術

 

や新品種改良等の技術開発を

 

行い、生産性を向上

▲

▲栽培技術の開発
（マルドリ方式による
高品質栽培の実施）

思いっきり四国！88
癒しの旅キャンペーン

16

（※１：H20.9.16に１件認定された為、現在は１件である。）

http://www.karari.jp/karari/tokusan/img/tokusan02_b.jpg


No.

 

9

四国霊場

道の駅

遍路道

〈凡

 

例〉

【四国霊場八十八箇所と遍路道等位置図】 阪急交通社
四国八十八ヶ所お遍路の旅

JTB
四国八十八ヶ所めぐり

両備バス
フレンドツアー
歩き遍路
四国八十八ヶ所
霊場めぐり

ＪＲ四国
四国八十八ヶ所
日帰りバスツアー

徳島バス
四国霊場巡礼の旅

ことでんバスツアー
四国八十八ヶ所
一国遍路

伊予鉄トラベル
日曜遍路
平日遍路

ひろでん中国新聞旅行
四国八十八ヶ所霊場めぐり

おのみちバス
四国八十八ヶ所
めぐりバスツアー

１番札所：霊山寺

88番札所：大窪寺

新たに整備さ
れた遍路小屋

最後まで残った
空海の道ウォーク

※各地に多数存在

公衆トイレや休憩
所の場所を記した
「高知東部ほっＭＡＰ」

■四国地域の活性化
四国共通の文化・アイデンティティを次世代へ引き継ぎ、四国圏の歴
史・文化等の地域資源及び観光資源の活用による四国地域の活性化を
目指す。

■環境整備の推進
「四国八十八箇所霊場と遍路道」の適切な保全・管理等に努めるとと
もに、その周辺の観光拠点において、観光資源としての魅力の向上を
図りつつ、地域の歴史・文化遺産を安全・快適に巡るための環境整備
を推進する。

■四国地域の活性化
四国共通の文化・アイデンティティを次世代へ引き継ぎ、四国圏の歴
史・文化等の地域資源及び観光資源の活用による四国地域の活性化四国地域の活性化を
目指す。

■環境整備の推進
「四国八十八箇所霊場と遍路道」の適切な保全・管理等に努めるとと
もに、その周辺の観光拠点において、観光資源としての魅力の向上を
図りつつ、地域の歴史・文化遺産を安全・快適に巡るための環境整備環境整備
を推進を推進する。

「四国霊場八十八箇所と遍路文化」を核とした地域振興プロジェクト

目標；歴史・文化・風土を活かした個性ある地域づくりを進め、人をひきつける四国／歴史・文化的資源を継承し地域の独自性を発揮する目標；歴史・文化・風土を活かした個性ある地域づくりを進め、人をひきつける四国／歴史・文化的資源を継承し地域の独自性を発揮する

No.
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プロジェクトの目的・コンセプト

(大阪より) (広島より)
西日本各地から西日本各地から
お遍路ツアーがお遍路ツアーが
催行中催行中

(姫路より)

95.9% 99.7%

5.2%

38.4%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

四国圏外者 四国圏内者

認知度

体験度

【四国霊場八十八箇所巡りの
認知度と体験度】

インターネットアンケート
有効回答者数：3,653 名
（四国外：3,333 名）
（四国内：320 名）

【霊場への施設利用者数】

0

5
10

15

20
25

30

35

40
45

50

徳島県 香川県 愛媛県 高知県 ４県合計

危険箇所以外

危険箇所

歩き遍路が利用する歩き遍路が利用する

直轄国道の歩道未整備区間の直轄国道の歩道未整備区間の
うち危険な箇所はうち危険な箇所は25.7km25.7km

【歩き遍路が利用する直轄国道の
歩道未整備区間うちの危険な箇所】（km）

4.6km

6.9km

0.6km

4.1km

14.8km

14.2km

19.4km

25.7km11.5km

4.7km

29.0km

45.2km

４県合計

目的を達成するための取組(検討中)

■四国圏共有の歴史・文化遺産としての
保全と観光資源としての魅力向上

●官民が協働して世界遺

 

産登録に向け取り組む

■安全で快適に巡る環境整備

八日市・護国の町並み
（愛媛県内子町）

うだつの町並み
（徳島県美馬市）

●主要な観光資源の価値を

 

高め、観光客を吸引する

 

ために、各地で歴史的ま

 

ちなみ等の保全・整備に

 

取り組む

栗林公園
（香川県高松市）

〈快適な環境の整備〉

既存トンネルの
安全向上の検討

歩道整備

遍路の道標（地点シート）

次の札所

 

名・距離

 

を表示

2.0km

0.8km

●自転車歩行者道等の安全・安心な交通

 

環境整備や休憩施設の整備に取り組む

〈安全な環境の整備〉

広島発
岡山発 京阪神発

●歴史文化推進協議会等によって歴史的文化遺産に

 

触れ親しんでもらえるよう、各地において観光地

 

を案内するガイドの育成やパンフレット等を作成
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●ボランティア等によって、

 

遍路道の清掃・管理を実施

その他

日本旅行
巡礼・巡拝

 

逆打ち四国八十八ヶ所めぐり

その他

資料：四国ケーブル(株)への聞き込み調査結果より
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黒
潮

「黒潮洗う四国・南海」輝きプロジェクト

目標；①歴史・文化、風土を活かした個性ある地域づくりを進め、人をひきつける四国／美しい風土を形成し、地域の魅力を高める

②中山間地域・半島部・島しょ部等や都市が補完しあい活力あふれる四国／農山漁村（中山間地域等）の暮らしと環境を支える

目標；①歴史・文化、風土を活かした個性ある地域づくりを進め、人をひきつける四国／美しい風土を形成し、地域の魅力を高める

②中山間地域・半島部・島しょ部等や都市が補完しあい活力あふれる四国／農山漁村（中山間地域等）の暮らしと環境を支える

No.

 

10

■輝きエリアの形成
太平洋側半島地域の豊富な水産資源や
海洋資源のポテンシャルを最大限に発
揮させて、特色ある地域づくりを進め、
多様な人々との交流が生まれる“輝き”
エリアの形成を目指す。

■太平洋側の特色を活かした交流拡大
地域資源を活用した新たな商品開発や
産業強化等の取組の推進、地域ブラン
ドとして情報発信するとともに、太平
洋側の特色を活かした交流拡大に向け
た取組を推進していく。

■輝きエリアの形成
太平洋側半島地域の豊富な水産資源や
海洋資源のポテンシャルを最大限に発
揮させて、特色ある地域づくりを進め、
多様な人々との交流が生まれる“輝き”“輝き”
エリアの形成エリアの形成を目指す。

■太平洋側の特色を活かした交流拡大
地域資源を活用した新たな商品開発や
産業強化等の取組の推進、地域ブラン
ドとして情報発信するとともに、太平太平
洋側の特色を活かした交流拡大洋側の特色を活かした交流拡大に向け
た取組を推進していく。

目的を達成するための取組(検討中)

プロジェクトの目的・コンセプト
高規格道路で結ばれている高規格道路で結ばれている

（距離は同程度）地域と比較して（距離は同程度）地域と比較して
約２倍時間が掛かる約２倍時間が掛かる

■輝きをもった地域づくりのための
基盤整備の推進

クルーズのイメージ

【四国内の都市間
所要時間の比較図】

資料：高知県版

 

平成17年度

 

達成度報告書
/

 

平成18年度

 

業績計画書

※H14.9現在（H14.9以降は8の字ネットワーク
　関連事業の供用無し）

約113km
2時間20分

約108km
1時間15分

高知市

四万十市

室戸市

約80km
1時間50分

高松市

西条市

規格の高い道路が未整備の地域

●豊かな水産資源を活用した既存産業と商品の
販売促進の強化・発展に取り組む

●輝きのあるエリアの創出や交流拡大のため

 

に、四国８の字ネットワークや各地での港

 

の耐震化等を実施

●新たな商品の開発や加工技術・養殖技術の向

 

上に取り組む

■太平洋側半島地域を全国に情報発信

●自然景観を活用した観光やマリンスポーツな

 

ど、海洋体験事業の誘致に取り組む

●スポーツ施設や宿泊施設の充実、修学旅行の

 

誘致、観光ルートの整備などを進める

イルカふれあい体験
（室戸ドルフィンセンター）

体験学習
（徳島県美波町）

■豊かな水産資源・海洋景観を活かし
た特色ある地域づくり

足摺宇和海国立公園
（竜串海岸）

四万十川・沈下橋

移住促進型観光の取組
（愛媛県南予地域）▼

真珠の産地（宇和島市）

地域と大学の連携
（愛媛大学南予水産
研究センター／愛南町）

アオリイカ・すだち
（美波町、海陽町）

半島部東南地域

半島部西南地域

交 流 の 拡 大

地域ブランドの発信

室戸海洋深層水（製品例）黒潮牧場（高知県
水産試験場）

半島を結ぶ
「県道14号黒潮ライン」

【四国圏の特色ある太平洋側半島部】
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マダイの養殖（宇和島地区）

0

30

60

90

120

150

（分）

高松～西条 高知～四万十

約2倍増

約1.5倍増

高知～室戸

0

100

200

300

400

500

600

700

800

徳島県 香川県 愛媛県 高知県

18年度

19年度

資料：四国運輸局

【四国の主要観光地入込状況】［万人］

南海エリアの観光客増を目指す

●情報通信基盤の整備・充実等を推進し、黒潮の恵

 

み等の特色を生かした情報を幅広く発信

広域観光パンフレット
（四国西南地域）▼

http://www.city.shimanto.lg.jp/simanto/chinka/iwama.html


東アジアへのゲートウェイ機能の拡大・強化プロジェクト

目標；東アジアをはじめ、広域的に交流を深める四国／東アジア・世界との交流を活性化する目標；東アジアをはじめ、広域的に交流を深める四国／東アジア・世界との交流を活性化する

No.

 

11

■地域の自立的な発展
東アジアへの近接性等の強みを活かして、既存の産業集積や地域
資源の更なる充実・有効活用を図りつつ、東アジアの活力を直接
取り込み、各地域が自立的に発展するとともに、東アジアの中で
四国の存在感を高めていく。

■人・もの・情報等の交流促進
東アジアを中心とする海外との直接的な人、もの、情報等の交流
を促進する。特に港湾・空港においては、それぞれの地域特性を
活かし、貨物等の輸送需要や流動状況を見据えつつ、広域的な
連携、適切な役割分担の下、効率的な機能強化を推進し、港湾、
空港等を結ぶ四国内の円滑な移動を確保するため、四国８の字
ネットワークの整備等、基幹ネットワークを形成する。

■地域の自立的な発展
東アジアへの近接性等の強みを活かして、既存の産業集積や地域東アジアへの近接性等の強みを活かして、既存の産業集積や地域
資源の更なる充実・有効活用を図りつつ、東アジアの活力を直接資源の更なる充実・有効活用を図りつつ、東アジアの活力を直接
取り込み、取り込み、各地域が自立的に発展各地域が自立的に発展するとともに、東アジアの中でするとともに、東アジアの中で
四国の存在感を高めていく四国の存在感を高めていく。。

■人・もの・情報等の交流促進
東アジアを中心とする海外との直接的な人、もの、情報等の東アジアを中心とする海外との直接的な人、もの、情報等の交流交流
を促進を促進する。特に港湾・空港においては、それぞれの地域特性をする。特に港湾・空港においては、それぞれの地域特性を
活かし、貨物等の輸送需要や流動状況を見据えつつ、広域的な活かし、貨物等の輸送需要や流動状況を見据えつつ、広域的な
連携、適切な役割分担の下、連携、適切な役割分担の下、効率的な機能強化を推進効率的な機能強化を推進し、港湾、し、港湾、
空港等を結ぶ空港等を結ぶ四国内の円滑な移動を確保四国内の円滑な移動を確保するため、四国８の字するため、四国８の字
ネットワークの整備等、基幹ネットワークを形成する。ネットワークの整備等、基幹ネットワークを形成する。

目的を達成するための取組(検討中)

プロジェクトの目的・コンセプト

【四国の生産・消費コンテナ貨物の
東アジア向け貨物輸送の伸び】

【四国の重要港湾入港外航商船の
一隻あたり平均総トン数の推移】

進む船
舶の大

型化
進む船

舶の大
型化

出典：四国港湾・空港ビジョン（H19）

中国の伸び率が中国の伸び率が
顕著顕著

【開発が進む東アジア地域と四国を結ぶ定期航路】

釜山

大連

青島

上海

寧波

基隆

高雄

マニラ

① ⑯

②

①

①

②

①

④

※○数字は、便数／週

松山空港

高松空港

ソウル

④

⑥

⑥

■東アジア等海外諸国との直接的な交流の拡大

■国際ゲートウェイを担う港湾・空港等の機能強化

■高速交通ネットワーク等基幹ネットワークの形成

松山港ポートセミナー
（開催地：東京都）

▲混雑解消と利便性の向上
（高知空港）

国際コンテナ航路の誘致、拡充
（徳島小松島港）

●四国の主要産業に関わる物流コストの
低減や物流効率の向上に取り組む

●空港の機能の向上、維持、航空サービス

 

高度化などにより、東アジア地域と四国

 

を結ぶ国際線の利便性の向上を図る

徳島飛行場

四国

高知空港

三島川之江港

【凡例】

航路開設

Ｈ ５
Ｈ10
Ｈ15

就航先（航路）

空路

就航先（空路）

サンポート高松

▼安全性と利便性の確保
（サンポート高松）

▲国際線のチャーター便
（高松空港の事例）

●圏域内の連携を強めるため、四国８の字ネットワークの整備、港湾・空港から
インターチェンジへのアクセス強化等を実施

多目的国際ターミナルの整備（三島川之江港）
滞船解消の事例

▲

徳島小松島港

●四国各地の港湾・空港の施

 

設整備により、外国人観光

 

客の受け入れ体制を構築

●官民や地元経済界が協力し、

 

圏域連携のもと、国際航路

 

の誘致・拡充やポートセー

 

ルス活動を実施
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総トン



■圏域内における交流の活性化
全国に比べ道路整備の水準が低い四国圏域では、交通ネットワーク等の強化
及び道路情報提供サービスの充実等により、地域間における相互補完の関係
を強化し、圏域内の連携意識や一体感を高め、域内の交流の活性化を図る。

■活力と魅力ある四国圏の形成
伝統芸能の継承や文化・スポーツ振興への取り組みにより、活力と魅力にあ
ふれる四国圏を形成する。

■他圏域との交流・連携による四国圏域の活性化
他圏域との活発な交流を支援するため、本四架橋のより一層の効果的な利用
方法の検討、各港湾・空港の機能強化等、広域的な交流体制の構築により、
他圏域との交流・連携の強化や四国圏域の活性化を図る。

■圏域内における交流の活性化
全国に比べ道路整備の水準が低い四国圏域では、交通ネットワーク等の強化
及び道路情報提供サービスの充実等により、地域間における相互補完の関係
を強化し、圏域内の連携意識や一体感を高め、域内の交流の活性化圏域内の連携意識や一体感を高め、域内の交流の活性化を図る。

■活力と魅力ある四国圏の形成
伝統芸能の継承や文化・スポーツ振興への取り組みにより、活力と魅力に活力と魅力にああ
ふれる四国圏を形成ふれる四国圏を形成する。

■他圏域との交流・連携による四国圏域の活性化
他圏域との活発な交流を支援するため、本四架橋のより一層の効果的な利用
方法の検討、各港湾・空港の機能強化等、広域的な交流体制の構築により、
他圏域との交流・連携の強化や四国圏域の活性化他圏域との交流・連携の強化や四国圏域の活性化を図る。 0
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■交流を活性化する交通基盤の整備推進と
交通環境の充実

「四国はひとつ」圏域内外交流・連携プロジェクト

目標；東アジアをはじめ、広域的に交流を深める四国／圏域内の交流を活性化する目標；東アジアをはじめ、広域的に交流を深める四国／圏域内の交流を活性化する

No.
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プロジェクトの目的・コンセプト

●圏域内外の広域的な交流を活性化するため、四国

 

８の字ネットワークの整備や、地域特性に応じた

 

道路整備により、道路ネットワークを強化

●物流・人流の効率化による地域の活性化を図るた

 

め、内貿ターミナルの整備や、複合一貫輸送に対

 

応した物流拠点の形成により、空港・港湾の機能

 

を強化

【四国発貨物の取扱量の変化（自動車）】

他圏域への他圏域への

物流が活発化物流が活発化

●公共交通・交通モード間の連携や、情報提供サー

 

ビス・移動サービスの支援により交通環境を充実

【道路情報提供システム】
（四国地方整備局）

■文化・スポーツ振興などによる交流促進

●圏域内の連帯感・一体感を高める

 

ため、遍路等の文化と地域に密着

 

したスポーツの振興により、四国

 

圏のアイデンティティを向上

【四国・九州アイランドリーグ】

徳島県 香川県 愛媛県 高知県

■他圏域との交流のための
地域の受け入れ体制の整備

●広域的な交流体制を構築するため、交流・滞在・定

 

住に必要な地域受け入れ体制を整備

【空き家情報ＨＰ】

愛媛県

高知県

地域内連携（イメージ）

広域連携（イメージ）

圏域外連携（イメージ）

四国８の字ネットワーク（整備）

四国８の字ネットワーク（未整備）

本州四国連絡道路等

空港

 

港湾

【「安心実現のための緊急総合対策」における高速道路料金

の引下げ】

【瀬戸内しまなみ海道
スリーデーマーチ】

【1.5車線的道路整備】（イメージ）

交流促進を支えるターミナル
▼機能の強化

複合一貫輸送

【三島川之江港村松地区の例】

資料：地域貨物流動調査
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●本四架橋のより一層の効果的な利用方法の検討

「フルセット主義からの
脱却」

（圏域全体を視野に入れた
適切な機能分担）

目的を達成するための取組(検討中)

【四国フリーゲージトレイン

導入期成会の取組】

【各圏域の旅客・貨物流動】

人口１人当り貨物流動

（貨物流動／人口）

四国 ０．１３５

 

トン/人

東北 ０．１８２

 

トン/人

北陸 ０．１５６

 

トン/人

中国 ０．２０６

 

トン/人

九州 ０．１６６

 

トン/人

全国 ０．２００

 

トン/人

資料：第７回全国貨物純流動調査
(物流センサス)(平成17年)

資料：第４回全国幹線旅客純
流動調査(平成17年)

人口１人当り旅客流動

（旅客流動／人口）

四国 ０．０１６０

東北 ０．０１５９

北陸 ０．０１８８

中国 ０．０２３２

九州 ０．０３２４

全国 ０．０２８３



【四国の元気活動】

主な元気活動
四国８の字ネットワーク（整備）
四国８の字ネットワーク（未整備）

■地域活性化につながる活発な取り組み展開
土砂災害等の防止等安全で安心できる生活環境づくりや
地域ぐるみの活動の支援、日常生活の利便性の確保によ
り、住んでいる人が元気になり、地域活性化につながる
取組が活発に営まれる地域づくりを目指す。

■地域外活力の積極的な取り込み
地域資源を活かしたビジネスチャンスの拡大に努め、地
域外からの活力を取り込む。

■交流・連携につながる農林水産業の活性化
農林水産業の活性化や、都市と中山間地域の距離的近接
性・優位性を活かした交流・連携の強化のための取組を
推進する。

■地域活性化につながる活発な取り組み展開
土砂災害等の防止等安全で安心できる生活環境づくりや
地域ぐるみの活動の支援、日常生活の利便性の確保によ
り、住んでいる人が元気に住んでいる人が元気になり、地域活性化につながるなり、地域活性化につながる
取組が活発に営まれる地域づくり取組が活発に営まれる地域づくりを目指す。

■地域外活力の積極的な取り込み
地域資源を活かしたビジネスチャンスの拡大に努め、地地
域外からの活力を取り込む域外からの活力を取り込む。

■交流・連携につながる農林水産業の活性化
農林水産業の活性化農林水産業の活性化や、都市と中山間地域の距離的近接
性・優位性を活かした交流・連携の強化交流・連携の強化のための取組を
推進する。

中山間地域等活性化プロジェクト

目標；中山間地域・半島部・島しょ部等や都市が補完しあい活力あふれる四国／農山漁村（中山間地域等）の暮らしと環境を支える目標；中山間地域・半島部・島しょ部等や都市が補完しあい活力あふれる四国／農山漁村（中山間地域等）の暮らしと環境を支える

No.
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プロジェクトの目的・コンセプト
【消滅する可能性のある集落（H18.4現在）】【耕作放棄地率メッシュ図】

中山間地域を中心に中山間地域を中心に
耕作放棄地率が増加耕作放棄地率が増加

資料：
2000年農林業センサス 資料：国土形成計画策定のための集落の

状況に関する現況把握調査

目的を達成するための取組(検討中)

■地域資源を活かしたビジネスチャンスの
拡大

●地域資源を活用・再発見し、

 

ビジネス展開につなげるため、

 

学習の場の提供や４県の連携

 

による情報提供を実施

■都市と農山漁村の交流の促進

●交流居住を支える環境整備として、ワン

 

ストップ情報提供サービスの構築

四国地域資源活用
ハンドブック
（四国経済産業局）

▼

■安全で安心できる生活環境づくり

●安全で安心できる地域づくりのため、道路網の充

 

実、砂防事業・地すべり対策等により生活基盤を

 

確保

●自動車を利用できない住民の

 

移動を支えるため、地域の実

 

情に応じた公共交通サービス

 

の維持・向上に取り組む

●安全で安心できる環境を構築

 

するため、身近な医師の確保、

 

ケーブルテレビ網など高度情

 

報通信基盤の整備に取り組む

【四国横断自動車道】

【地域活性化バス】

【田舎暮らしワンストップ情報サイト】
（高知県）

■中山間地域等の経済活動の
基盤となる農林水産業の活性化

●農山村の適切な環境保全や活性化に向けて、

 

棚田オーナー制度の支援、地場農産物等の

 

加工・販売を実施

千枚田
オーナー制度
（高知県梼原町）

▼

夜桜音楽会
（高知県大月町）

砂浜美術館構想
（高知県黒潮町）

ゆずビジネス
（高知県馬路村）

彩事業
（徳島県上勝町）

鷹取キムチ他
（高知県梼原町）

ふれあいの里さかもと
（徳島県勝浦町）
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高松市

徳島市

松山市

高知市

宇和島市

新居浜市

安芸市

三好市

連携

連
携

四万十市

■地域を牽引する都市の創出
中心市街地の活性化、都市機能の適正配置、良好な景観形成、環境負荷の少ないまちづくり等を
推進し、圏域全体や各生活圏を支え牽引する都市の創出を目指す。

■高次都市機能の確保
都市間連携と各都市の高度都市機能の充実により、高次の教育・文化、国際交流等の都市機能の
確保を図る。

■都市的サービスの充実
広域的な生活圏の中心都市の機能確保・強化により、周辺地域への医療・福祉等の都市的サービ
スを充実させる。

■地域を牽引する都市の創出
中心市街地の活性化、都市機能の適正配置、良好な景観形成、環境負荷の少ないまちづくり等を
推進し、圏域全体や各生活圏を支え牽引する都市の創出圏域全体や各生活圏を支え牽引する都市の創出を目指す。

■高次都市機能の確保
都市間連携と各都市の高度都市機能の充実により、高次の教育・文化、国際交流等の都市機能の高次の教育・文化、国際交流等の都市機能の
確保確保を図る。

■都市的サービスの充実
広域的な生活圏の中心都市の機能確保・強化により、周辺地域への医療・福祉等の都市的サービ医療・福祉等の都市的サービ
スを充実スを充実させる。

目的を達成するための取組(検討中)

■都市における機能強化・集約化と良好な
都市空間の形成

四国における都市機能の強化・集約化プロジェクト

目標；中山間地域、半島部、島しょ部等や都市が補完しあい活力あふれる四国／個性にあふれ、活力のある、住みたくなる都市の創出目標；中山間地域、半島部、島しょ部等や都市が補完しあい活力あふれる四国／個性にあふれ、活力のある、住みたくなる都市の創出

No.
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プロジェクトの目的・コンセプト

●都市機能が強化・集約化され
た都市拠点の形成に向けて、
市街地再開発事業等の都市基
盤整備を実施

■都市の役割分担と連携の強化

●都市間の連携・交流を促進させるため、
都市間の交通ネットワークの整備を推進

●都市の適切な役割分担を図るため、都市
間相互の都市機能強化に関する情報を共
有化

［商業集積地区における販売額構成比］

徳島市

高松市

松山市

高知市

［中心都市への通勤
・通学圏域］

資料:H17国勢調査

28.9%

37.9%

45.4%

25.4%

71.1%

62.1%

54.6%

74.6%

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

徳島市

高松市

松山市

高知市

商業集積地区 集積地区外 (億円)
地域を牽引する中心地域を牽引する中心
都市では中心市街地の都市では中心市街地の

活力が低下活力が低下
注）商業集積地区とは、主に商業系
用途地域で商店街(ＳＣ等含む)
を形成している地区

(平成16年)

●歩いて暮らせる街の実現に向
けて、公共交通の利用促進・
利便性の向上、歩行空間等の
充実・強化に取り組む

●歴史や文化と調和したまち並
み環境の保全や統一感のある
景観形成など地域の特色を活
かした空間整備を進める

▼

【巡回バスの利用促進】 ▼

【まち並み景観の整備】 ▼

●まちなかの賑わいを
創出するため公共公
益施設の立地促進や
空店舗等既存ストッ
クの有効活用、街な
か居住に向けた基盤
づくりを進める

四国８の字
ネットワーク
(宇和島道路)

▼

●市町村間の連携により、公共公益施設の
適正立地と医療・福祉等の都市的サービ
ス機能を維持

▼「坂の上の雲」を軸とした
21世紀のまちづくり

【坂の上の雲散策ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ】

▼空き店舗の活用

(愛媛県松山市)

(愛媛県宇和島市)

丸亀市

▲市町村連携による行政
サービスの実施
(広域行政組合ＨＰ)

▲連続立体交差による
渋滞の解消

▲まち並み景観の整備
(徳島県美馬市)

▼よさこい彩都のまちづくり▼巡回バスの利用促進

【市街地の再開発】

22

ＩＣカードの

 

利用による公

 

共交通の利便

 

性向上

▲

香川県高松市

愛媛県松山市

愛媛県内子町



他圏域との連携

■広域観光・インバウンド観光の推進■広域観光・インバウンド観光の推進

■産業集積地間の連携による国際的な産業拠点形成■産業集積地間の連携による国際的な産業拠点形成

■瀬戸内海の環境保全と修復■瀬戸内海の環境保全と修復

■暮らしの安全・防災ネットワークの整備■暮らしの安全・防災ネットワークの整備

■広域交通ネットワークの連携促進■広域交通ネットワークの連携促進

連携テーマ（案）連携テーマ（案）
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他圏域との連携による取組(検討中)

広域観光、インバウンド観光の推進

背景・他圏域との連携の方針

●圏域のポテンシャルを活かし、地域間連携を通じて観光地の魅
力と集客力を相乗的に高めるため、特徴的なテーマを持った広
域観光ネットワークの形成・強化を図る。

●四国圏でも独自のインバウンド誘致に努めると同時に、他圏域
との連携により、東アジア等をターゲットとしたインバウンド
観光の推進や観光客受け入れ態勢の整備を図る。

■美しい自然風景、豊かな地域資源、独自の文化の存在

他圏域と共有する瀬戸内海は、風光明媚な多島美や変化に富んだ景観を有し、沿岸には数多くの

 
地域資源が存在しているほか、圏域には四国遍路等の信仰文化や「お接待の心」が根付いている。

■東アジア等をターゲットとしたインバウンド誘致の活発化

東アジアの経済成長によるインバウンドの拡大が予想される中で、近畿圏や九州圏では既に東ア

 
ジアからのインバウンド誘致を進めており、地域間競争の様相を呈している。

■四国圏独自のインバウンド誘致

■広域観光ネットワークの形成・強化

●瀬戸内海沿岸の連携

 

による国内クルーズの

 

誘致や海外クルーズの

 

外国客船寄港誘致

台北

上海

地域ブランド
（農林産品等）

地域ブランド
（水産品等）

松山空港

しまなみ海道

米子空港
鳥取空港

韓国・中国

神戸・大阪

九州・沖縄
東南アジア

岡山空港

美馬

内子

宇和島

琴平

道後

愛南
中村

徳島

美波(日和佐)

室戸

高知

久礼

足摺岬
大月

広島空港

●瀬戸内海の歴史・文化資源と四国圏の歴史的

 

まち並み・四国霊場八十八箇所等との連携に

 

よる巡回型観光ルートの設定

●四国圏の農林水産品等を活かした両圏域にま

 

たがるスローツーリズムの実施

名古屋・清水
横浜・東京

高松空港

瀬戸内海クルーズ

国際便（定期便）

プログラムチャーター便

瀬戸内フィールド

ミュージアム

四国霊場八十八箇所

巡り

歴史的まち並み巡り

地域ブランド（太平洋沿岸）

地域ブランド（中山間地域）

週７便

週７便

週３便

週７便

週３便

瀬戸内アート
ネットワーク

週７便

週２便ソウル

共同運行

共同運行

クルーズのイメージ

道後温泉
（愛媛県松山市）

■東アジア等をターゲットとしたインバウンド
観光の推進

●台湾からのプログラムチャー

 

ター便（高松～岡山・米子・

 

鳥取との共同運行）

●上海からのプログラムチャー

 

ター便（松山～広島との共同

 

運行）

国際線のチャーター便
（高松空港の事例）

■観光客受け入れ態勢
の整備

●四国圏～他圏域を結ぶ都

 

市間バス・フェリーの乗

 

継割引等の導入に向けた

 

検討

●外国人観光客向け接客マ

 

ニュアルの共有化やウェ

 

ルカムセミナーの共同開

 

催の実施

外国人観光客
おもてなし入門
（四国運輸局）

足摺
宇和海
国立公園（竜串海岸）

イルカ
ふれあい
体験
（室戸ドルフィンセンター）

うだつの町並み
（徳島県美馬市）

金刀比羅宮
（香川県琴平町）

彩事業
（徳島県上勝町）

ゆずビジネス
（高知県馬路村）

鷹取キムチ他
（高知県梼原町）
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空港



他圏域との連携による取組(検討中)

産業集積地間の連携による国際的な産業拠点形成

背景・他圏域との連携の方針

●国際化の進展に伴う競争力の発揮に向け、瀬戸内海の沿岸域を
一体的な産業集積地とする。

●産業ネットワークや研究開発の連携等により、瀬戸内海沿岸域
の経済波及を高め、密接な連携関係を構築する。

■恵まれた地理的特性等を活かした産業集積

海上輸送に恵まれた地理的特性等を活かして、化学工業、パルプ・紙・紙加工品製造業等の基礎

 
素材型産業や船舶製造業等の加工組立型産業が集積し、中国圏とともに瀬戸内工業地域を形成して

 
いる。

■世界的シェアを有する先端素材型産業の存在

炭素繊維や電子機器関連素材など世界的シェアを有する先端素材型産業が存在し、先端の技術

 
シーズに関する研究開発が進んでいる。

宇部港

徳山下松港

次世代紙素材

ZnOものづくり

ＬＥＤ
バレイ構想

造船産業

製紙工場
(山口県岩国市)

ＦＰＤ

■次世代情報デバイス分野への

 
事業展開

●高知県内で進め

 

られている薄型

 

ナノ技術を活用

 

した次世代情報

 

デバイス分野へ

 

の事業展開

●他圏域の研究開発と連携し、ＦＰＤ

 

を軸とするコミュニケーションの緊

 

密化や新たな事業領域発掘に向けた

 

取組の促進

大面積酸化亜鉛（ＺｎＯ）
透明導電薄膜

■健康・医療やバイオ産業クラスターの推進

●徳島大学の疾患

 

関連研究と医薬

 

品企業等による

 

健康・医療クラ

 

スター形成の促

 

進

●関西バイオ推進会議への参加を通じた先端的バイオ

 

産業クラスター創成に向けた取組の促進

知的クラスター創成
事業の産学官連携体制
（徳島大学）

姫路港
神戸港

静脈物流

四国圏のミニクラスター

その他の産業集積・構想

リサイクルポート

関西バイオ推進会議
ＦＰＤ研究開発

北九州港

造船工場
(広島県呉市)

次世代紙素材

三島
川之江港

健康・医療
■LEDバレイ構想の推進

●徳島県内において、ＬＥＤ関連
企業の研究所や工場等の集積と、
高度技術者の育成や研究開発拠
点等の整備によるＬＥＤを利用
した光産業の集積

■紙産業の集積と新たな事業展開

●四国圏の紙・パル

 

プ・紙加工品製造

 

業と山口県岩国地

 

区の製紙企業と連

 

携し、技術や知見

 

を共有化

●愛媛県・高知県の

 

次世代紙素材クラ

 

スターを通じた新

 

たな事業展開

不織布を利用した商品（掃除クロス）の開発

多目的不織布製造装置

■瀬戸内海における静脈物流の推進

●三島川之江港を四国

 

圏のリサイクル拠点

 

とし、瀬戸内海沿岸

 

での広域的受け入

 

れ・再資源化の推進

●徳山下松港・宇部港等との連携による瀬戸内

 

海の静脈物流ネットワークの形成

三島川之江港
リサイクルポート

■造船産業ゾーンの形成に向けた取組

●広島県備後地区等と連携

 

し、ＶＬＣＣ（大型原油

 

タンカー）等の開発に対

 

応するサプライチェーン

 

強化や人材育成の促進

●静穏な海域を活

 

かしたメガフ

 

ロート等の開発

 

に資する技術交

 

流・連携の促進

ＶＬＣＣ

海釣り公園メガフロート
（兵庫県南あわじ市）

ライフサポート

機械、鉄工

微細構造加工
機能糖鎖

徳島県徳島県

(財)とくしま産業振興機構

県立工業技術センター
㈱徳島健康科学総合センター

徳島県コーディネーター連絡調整会議

徳島県商工労働部

徳島県技術移転連絡会議

徳島大学徳島大学

研究連携推進機構
知的財産本部

学内共同研究施設
学内共同利用施設

各学部

地 域 産 業

知的クラスター
推進会議

発展的連携

組織的連携

開発・組織的連携
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他圏域との連携による取組(検討中)

瀬戸内海の環境保全と修復

背景・他圏域との連携の方針

●瀬戸内海を豊かな生活や交流の基盤として活用するため、瀬戸
内海沿岸のクリーンアップ活動を推進する。

●瀬戸内海の環境保全、水産資源保護、環境修復のため、研究拠
点の形成や、保全・修復のための多様な活動を広域で展開する。

■生物の生息・繁殖の場である浅場の消失や水質改善の停滞

瀬戸内海は、多様な生物の生息・繁殖の場である干潟や藻場が消失しつつあり、水質汚濁や富栄

 
養化による影響は長期的には改善方向にあるものの、近年は水質改善が停滞している。

■市町村等の協働による海ゴミ問題解決の動き

瀬戸内海では、大量の海ゴミ対策が課題となっているが、沿岸市町村や府県による美化活動など

 
が展開されているほか、海ゴミ問題を共同で解決しようとする動きがある。

海面清掃船の清掃海域（ごみ）

海面清掃船の船名（基地港）

■瀬戸内海沿岸の清掃活動や漂流・海底ゴミの回収・処理活動の継続実施

●「瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会」の主催による瀬戸内

 

海沿岸の清掃活動（「リフレッシュ瀬戸内」活動）の継続実施、

 

「海の健康診断調査」の実施

●海面清掃船による漂流ゴミ・油の回収

 

活動（海洋環境整備事業）の継続実施

●行政・住民・漁業者の連携による海底

 

ゴミの回収・処理等のシステムの構築

わしゅう（坂出港）

おんど2000（呉港）

がんりゅう（関門航路）

いしづち（松山港）

紀淡丸（神戸港）

みずき
（徳島小松島港）

はりま
（和歌山下津港）

「瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会」
会員市町村（平成19年7月1日現在）

■環境保全と修復のための多様
な活動の実施

●公設試験研究機関・大学・ＮＰＯ等

 

による情報共有や共同研究の実施に

 

よる環境修復の研究拠点形成

●「瀬戸内海環境修復計画」に基づき、

 

様々な主体の連携・住民参加・協働

 

による浅場の計画的な修復

「リフレッシュ瀬戸内」活動

瀬戸内海
海ごみ対策
検討会

瀬戸内・海の路ネットワーク
推進協議会（海ネット）

四国圏・中国圏の公設試験
研究機関・大学・ＮＰＯ等

環境保全・修復
に関する情報共
有や共同研究

環境修復の研究拠点形成イメージ

●出前講座・環境学習・現場見学会

 

等を通じた環境保全や修復に関す

 

る事業・施策の紹介

瀬戸内海沿岸のクリーンアップ活動
環境保全・修復のための多様な活動
の広域的な展開

浅場の修復イメージ

干潟造成
アマモ場

 

造成 砂場の修復
（底質改善）

アサリ

クロダイ、

 

ガザミ
海砂採取跡

イカナゴ

登録市町村

26

瀬戸内海環境
シンポジウムの開催



他圏域との連携による取組(検討中)

暮らしの安全・防災ネットワークの整備

背景・他圏域との連携の方針

●離島住民の暮らしの安全を確保するため、診療船等の活動を引
き続き促進するとともに、広域的な遠隔医療体制の展開や広域
救急医療体制の構築を図る。

●大規模災害の発生に対して、海上交通を活用した応援・救援体
制の連携や広域防災拠点ネットワークの形成等を推進するとと
もに、広域的な相互救護活動の円滑化を図る。

■大規模災害時における海上交通を活用した救援活動の実施

阪神淡路大震災の際、陸上交通網の遮断に対して港を活用した海上交通で救助隊や救援物資の輸

 
送を行っており、広域的な防災への取組においては、この経験を活かすことが望まれる。

■離島住民に対する地域医療サービスの確保
瀬戸内海や豊後水道の離島では、住民の高齢化や人口減少が進行する中で、医療機関へのアクセ

 

スが不便な状況にあるが、診療船等により離島住民に対する医療サービスの確保が図られている。

■広域救急医療体制の構築

■広域的な遠隔医療体制の構築

●島しょ部の医療サービスを確保する

 

ため、瀬戸内海を巡回する診療船の

 

継続運行に対する支援

■海上交通を活用した応援・救援体制の連携

■広域防災拠点ネットワークの形成

●港湾区域のオープンスペース等を活かして救援物資・人材支援・災

 

害医療支援等の機能を配備した広域防災拠点の整備

■広域的な相互救援活動の円滑化

●瀬戸内海沿岸の広域防災拠点を結び、大量の救援物資

 

や支援部隊を輸送する海上交通ネットワークの構築

●他圏域との連携による広域防災情報シス

 

テムネットワークの構築

●相互応援協定を踏まえ、関係機関との連

 

携による広域的な防災訓練の実施

●相互応援協定を踏まえ、防災対応のノウ

 

ハウを備えた専門的な人材育成等の共同

 

実施

●地域医療の充実を図るため、情報通

 

信技術を活用した遠隔医療ネット

 

ワークの拡大に向けた検討

●瀬戸内海沿岸の広域救急医療として、

 

本四架橋やヘリコプターを活用した

 

患者の救急搬送・血液輸送の連携

兵庫医科
大学病院

神戸市立
中央市民病院

県立姫路
循環器病
センター

岡山赤十字
病院

福山市民病院

県立広島病院 独立行政法人
国立病院機構
呉医療センター独立行政法人

国立病院機構
岩国医療センター山口県立

総合医療
センター

独立行政法人
国立病院機構
関門医療センター 徳島赤十字病院

徳島県立
中央病院

香川県立
中央病院

香川大学
医学部
付属病院

愛媛県立
新居浜病院

愛媛県立
中央病院

市立宇和島病院

高知県・高知市
病院企業団立
高知医療センター

高知赤十字病院

徳島県立
三好病院

広島市立
広島市民病院

救命救急センター（四国圏・瀬戸内海沿岸）

赤十字血液センター

本州四国連絡道路

重要港湾

高規格幹線道路・地域高規格道路等（供用）

高規格幹線道路・地域高規格道路等（整備中・計画）

中国・四国地方の災害時
相互応援に関する協定

危機事象発生時における
鳥取県・徳島県相互応援協定

近畿２府７県
危機発生時の
相互応援に
関する基本協定

物資提供
人材派遣

物資提供
人材派遣

物資提供
人材派遣

救急搬送
血液輸送

救急搬送
血液輸送

巡回診療

巡回診療

遠隔医療ネット
ワークの拡大

応援・救援体制の連携
広域防災拠点ネットワーク
広域的な相互救護活動

広域的な遠隔医療体制
広域救急医療体制 巡回診療船「済生丸」の運行範囲

（社会福祉法人恩賜財団済生会）

危機事象発生時の四国４県
広域応援に関する基本協定

物資・人材輸送

救急搬送
血液輸送

物資提供
人材派遣

巡回診療

物資提供
人材派遣

平成20年度

 

総合防災訓練（四国地方整備局）
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他圏域との連携による取組(検討中)

広域交通ネットワークの連携促進

背景・他圏域との連携の方針

●観光交流の拡大や物流の効率化、産業交流の新たな展開などに
よる四国圏の成長力の強化に向けて、本四架橋の利用拡大によ
る地域活性化を図る。

●国際交通ネットワークの確立に向けて、圏域内外の主要港湾・
空港との役割分担を踏まえた物流基盤の整備や、太平洋から日
本海までの南北軸の強化による交流の新たな展開・拡大を図る。

■本四架橋や高速道路の一層の利用拡大

四国圏は、これまで交通アクセスや時間コストは不利な状況であったが、本四架橋の整備や高速

 
道路の急速な進捗により多様な交流が進展し、一層の利用拡大が求められている。

■東アジアの活力を取り込んだ国際競争力の向上

東アジアの急激な経済成長のダイナミズムを四国圏の活力に取り込むことが求められており、四

 
国圏の国際競争力を高める上で、港湾物流の大型化や国際物流に対応した物流環境の整備、圏域内

 
の道路交通ネットワークの充実が課題である。

■港湾物流の大型化に対応した物
流基盤の整備

●大型船舶に対応した岸壁の整備や多目

 

的国際ターミナルの整備推進

●備讃瀬戸航路や来島海峡航路における

 

航行の監視や安全な航行の援助

■本四架橋を活用した地域活性化

●「瀬戸内しまなみ海道振興協議会」によ

 

る体験・交流イベント等の継続実施

■太平洋側の物流環境の改善

●国内物流・複合一貫輸送ターミナルの整備推進

柳井港

高松港

宇野港

呉港

広島港

阿賀港

竹原港

今治港

東予港

神戸港

大阪港

小倉港

大分港

別府港

高規格幹線道路・地域高規格

道路等（供用）

高規格幹線道路・地域高規格

道路等（整備中・計画）

本州四国連絡道路

四国圏と他圏域を結ぶ主な

ﾌｪﾘｰ航路

発着港（四国圏）

発着港（その他）

海上交通安全法の航路

国内物流・複合一貫輸送

ターミナル（計画含む）

●海洋環境や航行規制等に配慮した開発

 

保全航路の拡幅や増深等の実施

●フェリーを活用したモーダルシフト施

 

策の実施等によるグリーン物流の実現

●コンテナ貨物等の輸送に対応したアクセス道路等の整備推進

備讃瀬戸航路

宇和島港

宿毛湾港

須崎港

高知港

徳島小松島港

橘港

多目的国際ターミナル（高松港朝日地区）

高速道路ネットワークと
港湾との連携強化による
交流の新たな展開・拡大

港湾物流の大型化や
国際物流への対応

新居浜港

臼杵港

八幡浜港
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【「安心実現のための緊急総合対策」における

 

高速道路料金

の引下げ】

来島海峡航路

堀江港

波方港

松山港

三崎港

佐賀関港

佐伯港

和歌山下津港

至 東京至

 

北九州

三島川之江港

坂出港
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